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主論文の要旨 
Left Atrial Volume is an Independent Predictor of All-Cause 
Mortality in Chronic Hemodialysis Patients（左心房容積は慢性維
持透析患者の総死亡率の独立した予後因子である）  
                            東京女子医科大学内科学(第四)教室 
                   (主任：新田 孝作教授) 
雫 淳一 
Internal Medicine 51: 1479-1485, 2012 に掲載 
 
【目的】本研究の目的は、左心房容積の測定が透析患者の予後予測因
子として有用か否かを検討することである。  
【方法】174 名の維持血液透析患者を左心房容積指数（LAVI）32ml/㎡
で 2 群に分けて、Kaplan-Meier 法で予後を比較した。予後予測因子は
Cox regression analysis で抽出し、ROC 曲線で特異度と感度を検討し
た。 
【結果】左心房容積拡大（LAVI>32ml/㎡）は 28 例の透析患者（全体の
16.1％）で認められ、観察期間（50.1±22.4 カ月）の間に、77 例（全
体 の 44.3％ ） が 死 亡 し た 。 LAVI<32ml/㎡ の グ ル ー プ と 比 較 し 、
LAVI>32ml/㎡ の グ ル ー プ で は 、 7 年 生 存 率 が 有 意 に 低 か っ た 。
LAVI>32ml/㎡は、慢性維持透析患者の総死亡率に関する独立した予後
予測因子であることが示された（ハザード比 1.030、 95％信頼区間
1.004-1.056、P＝0.0260）。また、LAVI>32ml/㎡は、心臓超音波検査上
の各指標中で、最も有用な総死亡予後因子であった(ROC 曲線下面積＝
0.612、P=0.0059）。 
【結論】左心房容積の測定は透析患者のリスク階層化と透析患者管理
上の治療方針決定において有用である。  
